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１）Jean-Pierre Dubost,《Notice sur les gravures libertines》in Romanciers libertins
du XVIII e siècle, t. I, Pléiade,２０００, p. LXVII.
２）Ibid., p. LXXII.
３）Cf. Diderot, Œuvres complètes, t. XII, Hermann,１９８９, p.１２０；（邦訳）ディドロ
『ラモーの甥』、岩波文庫、１９８２、p.６６．























５）スチュワートの研究としては、Philip Stewart, Engraven Desire Eros, Image &
Text in the French Eighteenth Century, Duke University Press, Durbam and
London, １９９２、ギィエルムのものとしては、Alain Guillerm, 《Le système de
l’iconographie galante》, Dix-huitème siècle, no１２,１９８０がある。前者はフランス１８
世紀全体の版画を、後者は「艶雅版画」（gravures galantes）を取り扱っている。
またグルモの研究としては、Jean M. Goulemot, 《Des mots et des images :
l’illustation du livre pornographique, Le cas de Thérèse philosophe》, Revue de
la Bibliothèque nationale de France, no ７, ２００１や Ces livres qu’on ne lit que


























詳細は、Thérèse philosophe, par François Moureau, Publications de l’Université























































９）Jean M. Goulemot,《Des mots et des images: l ’i l lustation du livre
pornographique, Le cas de Thérèse philosophe》, op.cit., p.３０.
１０）Ibid.
１１）Jules Léopold Gay, Bibliographie des ouvrages relatifs à l’amour, aux femmes et
au mariage et des livres facétieux, pantagruéliques, scatologiques, satyriques,
etc. par M. le C. d’I***, entièrement refondue, augmentée et mise à jour par J.
























１２）Thérèse philosophe, Fac-similé de l’édition de Paris (?), vers 1780, Avec une
introduction de Jacques Duprilot, Editions Slatkine,１９８０.
１３）Moureau, op.cit., p.９.
１４）Romanciers libertins du XVIII e siècle, p.１２９９.
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１６）Jules Léopold Gay, op.cit., p.１２１３．
１７）Henri Cohen, Guide de l’amateur de livres à gravures du XVIII e siècle, ６e










































































いる。出版年は、最初のページでは Thérèse philosophe lère partie avec







け所蔵されており、タイトルには《Thérèse Philosophe ou Mémoires pour























挿絵６，Enfer ４０６（関学カザン）２１） Enfer １５８４，BnF
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挿絵１１，Enfer ４０２，BnF 挿絵１３，Enfer ４０２，BnF
挿絵 R，Enfer ４０４，BnF 挿絵 F，Enfer ４０４，BnF
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（César Chesneau Du Marsais）の『宗教の検討あるいは誠実な説明が求めら
れる宗教についての疑問』（Examen de la religion ou Doutes sur la religion




































２８）Thérèse philosophe, par Florence Lotterie, Flammarion,２００７, p.８６.
２９）Pierre Richelet, Dictionnaire de la langue française, Les Frères Duplain, Lyon,
１７５９.
３０）Alain Rey, Dictionnaire historique de la langue française, Le Robert,１９９２.
３１）『テレーズ』にも見られる antiphysique（自然に反する）という語が同性愛者とい
う意味で使われるようになったのも１７４１年であるから、『テレーズ』が世に出る７
年前でアクチュアルな用語ということになる。
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的な」あるいは「性的な」という意味が含意されるようになった経緯に、あの
世からこの世への視点の移行そして１８世紀の唯物論哲学と性の結びつきが読み
取れ、１８世紀の意識変化にリベルタン小説やリベルタン版画が果たした役割が
無視できないように思われる３２）。
６．終わりに
いったい性と現実批判との間には何らかの必然性があるのだろうか？ これ
はなかなか興味深い、大きな問題である。歴史的には、性は隠すべきものであ
り、日常の世界に堂々と顔を出すべきものではなく、大声で語るべきものでも
なかった。性についての意識は変化したとはいえ、今でも人前で語ることには
躊躇いがあり、露骨な表現は人の羞恥心を傷つけ、品のないこととされる。人
間社会の日常が、理性、労働、論理、秩序、言語の世界であるとすれば、性の
世界は非日常であり、欲望、祭り、非論理、無秩序、沈黙の世界に属するだろ
う。それはまた人間がもつ動物性、暴力性をもっともよく表わしているとも言
える。こうした性がもつ諸要素を考慮すると、１８世紀フランス社会でリベルタ
ン版画の果たした役割が見えてくる。つまり、リベルタン版画はあの世という
観念からこの世の現実へ視点を移動させることで、当時の社会批判を生み出し
たという役割である。現実に注目することで、不公平や不平等に対する怒りを
生み出し、教会や宮廷が批判の対象となったが、面白いことにその批判の武器
もまた性であった。革命前の誹謗文書に見られるように、ルイ１５世、デュ・バ
リ夫人、マリー・アントワネットなどの放埓な性を描くことによって攻撃した
のである。こうした点から、性が１８世紀フランスの現実批判に密接に結びつき、
革命前の混沌とした状況を創り出すことに寄与したと言えるのではないか。現
実批判を導いた１８世紀のリベルタン版画に見られる性の役割は、現在ではむし
ろ批判の道具に変わってしまった感がある。性と現実批判の結びつきが必然的
３２）拙論「１８世紀フランスのエロティックな版画と日本の春画」『外国語外国文化研究』
XIII、関西学院大学法学部外国語研究室、２００４、p.１７１を参照のこと。
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であるかどうかはともかくとして、マスコミが相変わらず性にまつわるスキャ
ンダルを追い求めて、批判の道具として利用している現実が現在の性の役割を
よく物語っている。
追記
本研究は、「１８世紀フランスのリベルタン文学と版画の研究」を研究課題と
して、日本学術振興会科研費平成１９―２２年度の助成を受けて行われたものであ
る。
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